
「地域づくり型生涯学習」講座コーディネート事業

●参加者の感想

日 時 令和６年１１月１１日（月） １４：００～１５：００
場 所 大垣市スイトピアセンター
対 象 大垣市・養老町・垂井町生活学校メンバー ４５名
内 容 ・能登半島地震で起きたこと

・過去の地震（岐阜県の例を含む）
・被災中の生活で大切なこと
・避難所の衛生について

災害を他人事にしないために

講 師 清流の国ぎふ女性防災士会 会長 伊藤 三枝子 氏

●主催者の感想（コーディネート事業を利用して）

・実際の震災の現場でのお話を聞くことができ、自分が震災に対して何の準備もで
きていないことが分かった。いますぐできることがたくさんあるので、家に帰っ
てすぐに備えをしたい。
・「簡易トイレを持っているだけではだめ。今のうちに一度使ってみること」とい
う言葉が印象に残っている。

・自主防災活動について考えてみるとともに、各市町で何ができるか、何をすべき
かを考え、市民・町民に伝えていきたい。

「西濃地区生活学校研究交流集会」にて
防災に関する講話を実施
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